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し
、
法
定
障
が
い
者
雇
用
率
を

過
去
数
年
に
わ
た
り
満
た
す
な

ど
、
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
へ

の
貢
献
が
評
価
さ
れ
た
。

同
社
で
は
第
三
国
定
住
の
難

民
の
受
け
入
れ
を
は
じ
め
と
し

た
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
も
積

極
的
に
行
っ
て
お
り
、
「
今
後

も
多
様
な
人
材
活
用
に
取
り
組

み
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
職
場

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
」
と

し
て
い
る
。

（
沢
田
顕
嗣
）

Ｓ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
の
Ｓ
Ｂ
Ｓ

ゼ
ン
ツ
ウ
（
近
藤
治
水
社
長
、

埼
玉
県
戸
田
市)

は
９
月
28
日


障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
と
し

て
14
日
に
埼
玉
労
働
局
長
表
彰

を
受
け
た
、
と
発
表
し
た
。
一

定
数
以
上
の
障
が
い
者
を
雇
用

の
で
企
業
荷
物
は
難
し
い
。
誤

着
貨
物
や
積
み
残
し
貨
物
な
ど

小
口
な
ら
可
能
で
は
な
い
か
」

と
す
る
声
が
上
が
っ
た
。
こ
の

た
め
、
四
運
局
で
は
今
後
、
小

口
貨
物
を
扱
う
特
別
積
合
せ
事

業
者
な
ど
に
参
加
企
業
を
絞

り
次
回
の
会
議
を
検
討
す
る


国
土
交
通
省
は
物
流
総
合
効

率
化
法
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等

推
進
事
業
の
一
つ
と
し
て
貨
客

混
載
を
優
先
的
に
採
択
す
る
方

針
を
示
し
て
い
る
。
四
運
局
は

意
見
交
換
の
前
に
、
貨
客
混
載

の
制
度
概
要
な
ど
と
と
も
に
、

物
効
法
の
最
新
動
向
を
説
明
。

ま
た
、
ヤ
マ
ト
運
輸
や
日
本
郵

便
、
佐
川
急
便
（
荒
木
秀
夫
社

長
、
京
都
市
南
区
）
の
担
当
者

が
全
国
で
手
掛
け
る
事
例
を
発

表
し
た
。

（
江
藤
和
博
）

四
国
で
は
、
日
本
郵
便
（
横

山
邦
男
社
長
、
東
京
都
千
代
田

区
）
が
高
知
県
で
、
ヤ
マ
ト
運

輸
（
長
尾
裕
社
長
、
東
京
都
中

央
区
）
は
徳
島
県
で
路
線
バ
ス

と
提
携
し
た
貨
客
混
載
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
高
速
バ
ス
は

ま
だ
な
い
。
４
県
の
県
庁
所
在

地
を
結
ぶ
路
線
は
、
バ
ス
会
社

６
社
合
計
で
１
日
当
た
り
56
回

運
行
さ
れ
て
い
る
。

高
速
バ
ス
会
社
か
ら
は
「
日

中
は
乗
客
が
少
な
く
、
ト
ラ
ン

ク
ル
ー
ム
に
も
空
き
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
の
で
問
題
な
い
」
「
便

数
が
あ
る
の
で
誤
配
貨
物
な
ど

に
も
対
応
で
き
る
」
な
ど
の
意

見
が
出
た
。
Ｂ
to
Ｂ(

企
業
間)

輸
送
を
主
力
と
す
る
物
流
事
業

者
か
ら
は
「
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る

社
６
社
が
集
ま
っ
て
意
見
を
交

換
し
、
誤
着
荷
物
な
ど
小
口
便

を
メ
イ
ン
に
高
速
バ
ス
の
活
用

を
検
討
し
て
い
く
。

四
運
局
の
中
本
隆
交
通
政
策

部
長
は
「
貨
客
混
載
は
、
自
動

車
運
送
業
の
生
産
性
向
上
プ
ラ

ン
の
一
つ
。
四
国
で
は
中
山
間

地
域
に
例
が
あ
る
が
、
４

県
の
県
庁
所
在
地
を
結
ぶ

高
速
バ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
貨
客
混
載
に
活
用
し

て
生
産
性
向
上
や
物
流
効

率
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
勉

強
会
を
開
い
た
。
有
意
義

な
形
に
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

四
国
運
輸
局
は
９
月
27
日
、

高
松
市
で
高
速
バ
ス
を
活
用
し

た
貨
客
混
載
事
業
の
可
能
性
を

探
る
勉
強
会
を
開
催
し
た
。
物

流
事
業
者
９
社
、
高
速
バ
ス
会

る
か
ら
長
く
働
け
る
の
か
も
知

れ
な
い
」
と
捉
え
て
い
る
。

愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
一

宮
貢
三
会
長
）
で
も
「
ド
ラ
イ

バ
ー
が
し
っ
か
り
休
め
る
環
境

が
整
っ
た
岸
壁
の
耐
震
化
も


南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
想
定
さ
れ

る
中
、
広
域
に
緊
急
物
資
を
輸

送
す
る
四
国
の
拠
点
と
し
て
一

定
の
役
割
を
果
た
せ
る
」
と
み

て
い
る
。

同
航
路
は
従
来
船
と
合
わ
せ

て
２
隻
体
制
で
運
航
し
て
い
る

が
12
月
６
日
に
は
同
タ
イ
プ

の
代
替
フ
ェ
リ
ー
「
お
れ
ん
じ

お
お
さ
か｣

が
就
航
予
定
以
降

は
全
便
が
新
造
船
と
な
り
、
更

な
る
利
用
増
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
で
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
フ

ェ
リ
ー
へ
の
シ
フ
ト
は
課
題
も

あ
る
神
山
氏
は｢

積
み
合
わ
せ

に
よ
る
付
加
価
値
型
の
サ
ー
ビ

ス
と
違
っ
て
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便

や
下
請
け
は
コ
ス
ト
面
で
厳
し

い
。
荷
主
に
も
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
が
認
知
さ
れ
、
時
間
指
定
も

緩
和
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、

運
賃
面
で
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

同
社
の
主
力
業
務
は
、
小
口

混
載
便
に
よ
る
食
品
の
輸
配

送
。
島
外
向
け
の
運
行
で
は
、

同
航
路
だ
け
で
な
く
、
九
州
や

広
島
、
山
口
方
面
に
つ
い
て
も

可
能
な
限
り
フ
ェ
リ
ー
を
活
用

し
て
い
る
。

神
山
氏
は
「
業
務
中
に
寝
る

環
境
と
し
て
、
フ
ェ
リ
ー
は
最

適
だ
。
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
は
夜

通
し
走
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

が
、
人
間
が
健
康
で
い
る
た
め

に
は
本
来
、
夜
に
寝
た
方
が
い

い
。
ま
た
、
２
、
３
時
間
の
短

距
離
航
路
で
も
、
休
憩
で
き
る

の
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。
当
社

は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
定
着
率
が
高

い
が
、
フ
ェ
リ
ー
を
使
っ
て
い

イ
バ
ー
心
理
を
分
か
っ
て
く
れ

て
い
る
。
共
同
部
屋
で
は
、
ベ

ッ
ド
で
横
に
な
れ
た
と
し
て

も
、
他
人
の
い
び
き
な
ど
が
気

に
な
っ
て
寝
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
」
と

話
す
。

そ
の
狙
い
は
、
運
送
会
社
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
よ
う
だ
。

神
山
運
輸
（
愛
媛
県
松
前
町
）

の
神
山
吏
社
長
（
55
）
は
「
ゆ

っ
く
り
休
み
た
い
と
い
う
ド
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
息
に
は

ぴ
っ
た
り
だ
。
ま
た
、
幼
少
か

ら
自
分
の
部
屋
を
持
っ
て
育
っ

た
現
代
の
若
者
は
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
空
間
を
求
め
て
い
る｣

と


完
全
個
室
化
の
意
義
を
強
調
す

る
。

一
部
を
フ
ェ
リ
ー
に
シ
フ
ト
し

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
」
と
説
明
。

更
に
、
「
こ
の
航
路
は
東
予

港
、
南
港
い
ず
れ
も
午
後
10
時

発
、
午
前
６
時
着
で
乗
船
時
間

は
８
時
間
。
午
後
８
時
か
ら
の

早
乗
り
も
可
能
な
た
め
、
ト
ラ

せ
た
い
』
と
い
う
運
送
会
社
の

利
用
が
増
え
て
い
る
。
東
予
地

区
の
製
造
業
は
生
産
活
動
が
活

発
化
し
て
お
り
、
船
会
社
と
し

て
も
物
流
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体

制
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
、
鉄
道
輸
送
の

フ
ェ
リ
ー
で
は
大
型
フ
ェ
リ
ー

「
お
れ
ん
じ
え
ひ
め｣

を
新
造


積
載
台
数
は
12
㍍
ト
レ
ー
ラ
換

算
で
約
１
６
０
台
と
、
従
来
船

よ
り
約
３
割
増
え
た
。

船
内
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間

を
重
視
し
客
室
は
全
て
個
室


ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
専
用
の

客
室
ゾ
ー
ン
を
設
け
た
ほ
か
、

乗
船
中
い
つ
で
も
使
用
で
き
る

展
望
風
呂
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
完
備

し
、
就
寝
や
自
分
の
時
間
を
楽

し
め
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

船
舶
大
型
化
の
背
景
に
つ
い

て
、
同
社
の
武
田
尚
彦
取
締
役

（
58
）
は
「
労
働
時
間
短
縮
や

働
き
方
改
革
の
機
運
の
高
ま
り

か
ら
、
『
ド
ラ
イ
バ
ー
を
休
ま

た
。船

舶
の
大
型
化
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
大
規
模
地
震
発
生

時
に
緊
急
物
資
輸
送
拠
点
の
機

能
を
果
た
す
た
め
、
東
予
港
中

央
地
区
で
は
複
合
一
貫
輸
送
タ

ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
と
し
て
、

既
存
岸
壁
の
そ
ば
に
耐
震
強
化

岸
壁
を
整
備
。
岸
壁
水
深
は
以

前
よ
り
２
・
５
㍍
深
い
７
・
５

㍍
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
四
国
開
発

東
予
港
。
県
東
部
は
化
学
品
や

製
紙
な
ど
を
手
掛
け
る
大
手
メ

ー
カ
ー
が
生
産
拠

点
を
置
く
産
業
集

積
地
で
、
景
気
回

復
に
合
わ
せ
て
貨

物
量
も
増
加
す
る

傾
向
に
あ
る
。
フ

ェ
リ
ー
は
平
日
を

中
心
に
満
載
に
近

い
状
態
で
、
積
み

残
し
が
発
生
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ

四
国
と
大
阪
間
の
フ
ェ
リ
ー

が
唯
一
、
毎
日
就
航
し
て
い
る

丸
山

清
氏
（
滋
賀
運
送
＝

滋
賀
県
甲
賀
市
＝
会
長
）
９
月

30
日
死
去
、
79
歳
。
告
別
式
は

６
日
、
同
市
の
Ｊ
Ａ
こ
う
か
Ｊ

Ａ
ホ
ー
ル
。
喪
主
は
長
男
、
弘

氏
。巽

晴
隆
氏
（
巽
利
彰
・
巽

運
送
＝
大
阪
市
平
野
区
＝
社
長

の
父
）
３
日
死
去
、
75
歳
。
告

別
式
は
７
日
、
同
市
平
野
区
の

平
野
中
央
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
喪
主
は
同
社
社
長
で
長
男


利
彰
氏
。

設
け
て
冷
凍
冷
蔵
食
品
を
メ
イ

ン
に
集
荷
・
保
管
・
配
送
の
一

貫
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

福
岡
運
輸
と
連
携
を
図
っ
て
き

た
。
２
０
１
７
年
９
月
期
の
売

上
高
は
19
億
６
５
０
０
万
円

で
、
従
業
員
１
５
５
人
、
保
有

車
両
（
冷
凍
冷
蔵
車
）
１
４
６

台
。今

回
の
株
式
取
得
で
、
本
州

北
端
の
拠
点
が
盛
岡
か
ら
青
森

に
伸
び
、
福
岡
運
輸
グ
ル
ー
プ

と
し
て
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
県

ま
で
の
定
温
物
流
拠
点
は
計
35

カ
所
に
な
っ
た
。
両
社
を
合
わ

せ
た
東
北
エ
リ
ア
に
お
け
る
定

温
物
流
事
業
の
売
上
高
は
数
年

以
内
に
40
億
円
を
超
え
る
見
通

し
。福

岡
運
輸
Ｈ
Ｄ
で
は
、
「
東

北
一
円
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

網
が
一
層
強
化
さ
れ
、
更
な
る

輸
送
能
力
の
向
上
及
び
物
流
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な

る
。
八
洲
陸
運
の
荷
主
企
業
に

は
、
グ
ル
ー
プ
の
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
一
貫
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
て
満
足
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。（

武
原
顕
）

巾
町
）
を
開
設
、
17
年
９
月
に

は
仙
台
市
宮
城
野
区
に
仙
台
営

業
所
兼
定
温
倉
庫
を
新
設
す
る

な
ど
、
東
北
エ
リ
ア
の
物
流
業

務
の
拡
充
を
進
め
て
き
た
。

八
洲
陸
運
は
１
９
９
３
年
11

月
設
立
。
東
北
エ
リ
ア
を
基
盤

に
、
定
温
機
能
を
持
つ
物
流
セ

ン
タ
ー
と
営
業
所
の
５
拠
点
を

永
社
長
は
代
表
取
締
役
で
経
営

に
加
わ
る
。
取
得
日
は
９
月
13

日
付
。
取
得
金
額
は
公
表
し
て

い
な
い
。

福
岡
運
輸
Ｈ
Ｄ
は
、
福
岡
運

輸
を
中
核
に
グ
ル
ー
プ
で
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

る
。
14
年
９
月
に
盛
岡
市
に
盛

岡
出
張
所
（
現
在
は
岩
手
県
矢

得
し
た
、
と
発
表
し
た
。

新
体
制
で
は
、
福
岡
運
輸
の

松
尾
彰
氏
が
社
長
に
就
き
、
富

の
福
岡
運
輸
（
同)

を
通
じ
て


定
温
物
流
を
手
掛
け
る
八
洲
陸

運
（
青
森
市
）
の
全
株
式
を
取

福
岡
運
輸
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
富
永
泰
輔
社
長
、
福
岡
市

博
多
区
）
は
９
月
28
日
、
傘
下

（
面
担

伊
代
野
輝
）

て
入
社
、
そ
の
後
正
社
員
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
浜
松

支
社
の
管
理
職
と
し
て
業
務

に
当
た
っ
て
い
た
が
、
着
任

に
合
わ
せ
て
副
支
社
長
に
昇

格
し
、
店
長
と
な
っ
た
。

諏
訪
氏
は｢

活
気
が
あ
り


地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ

る
支
社
に
す
る
の
が
目
標
。

お
も
て
な
し
の
心
で
、
常
に

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
た
い｣

と
し
て
い
る


（
小
菓
史
和
）

店
長
が
着
任
し
た
、
と
発
表

し
た
。

以
前
か
ら
管
理
職
研
修
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
男
女
を

問
わ
ず
個
人
の
能
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
取
り
組
み
を

続
け
て
き
た
。

飯
田
支
社
の
責
任
者
に
就

い
た
諏
訪
聖
子
氏
は
、
２
０

０
８
年
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

飯
田
支
社(

長
野
県
飯
田
市)

に
、
同
社
で
初
め
て
の
女
性

サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー
は

２
日
、
10
月
か
ら
開
設
し
た

初
の
女
性
店
長
が
就
任

飯
田
支
社
開
設
で

「
常
に
新
し

い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て

い
き
た
い
」

と
諏
訪
副
支

社
長

サ
カ
イ

八
洲
陸
運
を
完
全
子
会
社
化

福
岡
運
輸
Ｈ
Ｄ

東
北
で
定
温
物
流
拡
充

従
来
船
よ
り
積

載
率
を
３
割
増

や
し
た
新
造
船

「
お
れ
ん
じ
え

ひ
め
」

◆

進
む
フ
ェ
リ
ー
利
用

東
予
港
◆

進
む
フ
ェ
リ
ー
利
用

東
予
港
◆

進
む
フ
ェ
リ
ー
利
用

大
型
船

新

造

運
転
者
専
用
個
室
を
確
保

荷
主
の
理
解
不
可
欠

誤着荷物など 小口便メインに

貨
客
混
載
の
制
度
概
要

な
ど
と
と
も
に
、
物
効

法
の
最
新
動
向
を
説
明

四
運
局

埼
玉
労
働
局
長
表
彰

障
が
い
者
雇
用
促
進

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ゼ
ン
ツ
ウ

埼
玉
県
の
障
害
者
雇
用
促
進

に
貢
献

就
寝
や
自

分
の
時
間

を
楽
し
め

る
環
境
を

整
え
て
い

る

大
阪
南
港
間
で
フ
ェ
リ
ー
を
運
航
す
る
四
国
開
発
フ
ェ
リ
ー

（
瀬
野
洋
一
郎
社
長
、
西
条
市
）
で
は
、
以
前
よ
り
も
積
載

率
を
３
割
増
や
し
た
代
替
フ
ェ
リ
ー
を
新
造
し
、
同
25
日
か

ら
就
航
さ
せ
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
就
寝
を
前
提
に
快
適
性
を

重
視
し
た
造
り
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
す
る
運
送
会
社
か
ら

歓
迎
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

（
矢
野
孝
明
）

働
き
方
改
革
が
求
め
ら
れ
る
昨
今
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

時
間
短
縮
や
健
康
管
理
の
観
点
か
ら
フ
ェ
リ
ー
を
活
用
す
る

運
送
会
社
は
少
な
く
な
い
。
更
に
、
７
月
の
西
日
本
豪
雨
で

は
道
路
や
鉄
路
が
断
た
れ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
対

策
と
し
て
も
フ
ェ
リ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
う
し
た
中


愛
媛
県
西
条
市
の
東
予
港
で
進
め
ら
れ
て
い
た
耐
震
強
化
岸

壁
の
工
事
が
完
了
し
、
８
月
１
日
に
供
用
を
開
始
。
同
港
と
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